
専修大学・文学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３４

若手研究

2024～2019

読書行為の評価モデル構築に関する研究

Research on Evaluation Models in the Act of Reading

９０７２２２１５研究者番号：

鈴木　愛理（Suzuki, Eri）

研究期間：

１９Ｋ１４０８３

年 月 日現在  ７   ６ ２３

円     1,600,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、国語科教育において、読書の学習指導に関する評価観・評価規準を解明す
ることで、読書に対する意識や読書への意欲を育成する学習指導のあり方を明らかにすることを目指し、以下の
ように研究を実施した。
まず、読書の評価を行う範囲（ジャンル）を設定し、読書行為の内実（文学を読書する際の没頭や、読書に至る
までの過程など）について考察した。さらに、アメリカ・イギリス・オーストラリアなどで行われている読書評
価や、日本の大学生における読書実態をふまえて、パフォーマンス評価を軸とした評価モデルについて検討を重
ねた。 

研究成果の概要（英文）：This research aims to clarify the way of teaching that fosters awareness and
 motivation towards reading by elucidating the perspectives and evaluation criteria regarding 
reading instruction in language education. The study was conducted as follows: Firstly, genres for 
evaluating reading were established, and a consideration of the substance of reading activities was 
undertaken. Furthermore, based on reading assessments conducted in countries like the United States,
 the United Kingdom, and Australia, as well as the reading practices among Japanese university 
students, we examined an evaluation model centered on performance assessment.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
読書は、文学の読書に限るものではなく、国語科でも幅広い読書の学習指導が行われている。誰でも個人の必要
に応じて読書やそれ以外の活動は行うものではあるが、多くの場合それは短期的有用性に基づくものである。本
研究は、我を忘れる読書、生きるための読書など、長期的有用性を目指した読書を励ますための評価モデルにつ
いて考察・検討するものであり、読み続けることでよりよく生きる人の育成に寄与する評価を検討した点で、社
会的に意義のある研究であった。また、具体的な到達目標を定めることが難しい読書の評価について、「評価す
る／される」という営み自体を問い直すことで評価モデルを検討した点で学術的意義のあるものであった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究は①読書行為の認知的側面に焦点を当てた読書テストで学習者の読書能力はどの程度
把握できるか、②学習者の読書行為の育成において蓄積型評価と読書テストとをどのように運
用することが有効かを明らかにするものである。学校では読書活動も盛んに行われているが、目
標、学習・指導内容、評価が一体化した読書活動が実践されているとは言い難い。その一因は読
書活動の評価方法に関する研究の不十分さにある。「読書履歴に基づく蓄積型評価」や「読書テ
スト」で測定可能な読書能力を明らかにし、読書パフォーマンスの認知的側面に焦点を当てた読 
書テストを作成し、その運用の方法を検討することで読書行為の評価モデルを構築・提案したい 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、①読書パフォーマンスの認知的側面に焦点を当てた読書テストの内容と方
法を明らかにすることと、②同テストを試行・検証する過程において、「蓄積型評価で測定可能
な能力」と「読書テストで測定可能な能力」とを統合した読書行為の評価モデルを構築・提案す 
ることである。 
 我が国の読書能力の評価は未開拓の状況にある。読書量を意識調査として問う形のものはあ
るが実際に子どもが読書行為に関してどのような力を身につけているかを測定するようなテス
トは我が国にはないうえ、読書テストを含む読書能力の評価研究は例が少ない。 
 本研究は PBT（Paper Based Testing）や蓄積型評価などの我が国で伝統的に用いられてきた
評価手法と、CBT による評価手法を組み合わせ、読書活動の評価の可能性を広げることを目的
とする。実行可能な方法の提案、ICT機器を利活用した今後の教育活動に対しても有効な提案を
めざしたい。 
 
３．研究の方法 
 既存の読書テスト・蓄積型評価・読書能力に関わる先行研究を精査し、「蓄積型評価で測定可
能な能力」と「読書テストで測定可能な能力」を抽出する。その過程で、読書パフォーマンスを
支える重要な力でありながら既存の評価手法では焦点化されていない認知的側面の読書能力を
特定する。 
また、抽出・特定した読書能力の評価項目に基づき、先行研究で紹介されている読書テストも
参考にしながら、読書パフォーマンスの認知的側面に焦点を当てた読書テストを試作する。協力
関係にある中学校教諭や高等学校教諭と協働して、試作した読書テストを用いた調査を実施し、
同テストの検証・改善を行いたい（約 240 名=中学校 40 名×3校＋高校 40 名×3校）。また、読
書テストの検証・改善の過程において、読書活動の蓄積型評価において有効な記録様式（ワーク
シート）のあり方についても分析を行い、読書テストとの融合的な運用の方法を検討する。 
 最終年度は、ここまでの研究成果を総括し、「蓄積型評価で測定可能な能力」と「読書テスト
で測定可能な能力」を統合した読書行為の評価モデルを構築・提案し、今後の読書能力の評価研
究の持続・発展につながる基盤を形成する。 
 
４．研究成果 
本研究は、国語科教育において、読書の学習指導に関する評価観・評価規準を解明することで、
読書に対する意識や読書への意欲を育成する学習指導のあり方を明らかにすることを目指し、
研究の成果は以下の通りである。 
 
（1）読書評価を行う範囲の設定について 
読書の対象となる本は多岐にわたっており、読書指導においてはさまざまなジャンルの本を
読むことを推進することが望ましいと考えているが、読書を評価する上で、すべてのジャンルに
ついて評価項目を網羅することは困難である。そこで学習者に読めていて欲しいジャンルや学
習者が実際に読んでいるジャンルについて各種調査をもとに考察することで、評価を行う範囲
の設定について考察することができた。 
 
（2）評価モデル（評価問題および評価指標）の開発 
リーディング・ワーショップにおける評価などをもとに、パフォーマンス評価を軸とした読書
評価のありかたについて視点を得ることができた。読書教育の目標（読書力）の検討については、
また、これまでの読書教育における目標について、学習指導要領の変遷および先行研究を整理し
た。また「読むこと」の教育との関連も射程に入れ、読書教育における目標と評価の一体化を目
指し、教科書における読書の扱いや読書指導の実践報告などについても考察することで、目標と
一体化した評価のありかたについても検討した。 評価問題および評価指標については、イギリ
スのナショナル・テスト、アメリカの NAEP、オーストラリアの DART など、諸外国にお ける読
書評価についての報告をもとに検討した。また、読書という個人的で内面的な営みをどのように
評価していくのかについて、ひとりひとりを活かした評価についての研究を参照することで、継



続的に学習を励ます評価という視点を得ることができた。 
 
（3）読書行為の内実についての研究について 
読書行為について書かれた先行研究から、〈没頭〉〈フロー〉という行為と読書の質との関係に
ついて考察を進めることで、具体的な評価の枠組みや設問の手掛かりを得ることができた。また
読書に至るまでの過程・読み始め、読み終わるまでの過程・読書を終え次の読書に向かうまでの
過程、といったそれぞれの段階における評価可能性について検討した結果、とくに読書に至るま
での過程（選書を含む）について、具体的な評価方法を構想することが難しいこと、そして読書
の内実以前の問題として重要であることが判明したため、大学生を対象に選書を中心的な内容
としたアンケート調査を実施した。その結果、読書に至るまでの過程・読み始め、読み終わるま
での過程・読書を終え次の読書に向かうまでの過程、といった、読書の前後まで視野にいれた読
書を考えることが必要であり、それぞれをどのように評価可能であるかを考究するに至った。ま
た、読書力には狭義での読解力が含まれるのが読書行為の実態ではあるが、評価を考える際には
分けて考える必要であるのではないかという見通しをもつに至った。  
 
以上のように、今後の読書能力の評価研究の持続・発展につながるための基盤を形成するとい
う成果を得ることができた。 
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